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使用上の注意事項 (厳守)
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一般財団法人 少林寺拳法連盟

完全に頭部外傷を予防できる防具はありませんし、この少林寺拳法ヘッドガードも例外ではあ

りません。安全は、 1. 拳士としての正しい心構え(思いやり、自制心等)

2.専門知識への精通

3.適正なルーノレ

4.適正な防具

5. 審判技能の向上

のバランスによって確保されていきます。どれが欠けてもダメです。

指導者とこの防具を使用する拳士は、誤った使い方をすると 、頚椎や脳へダメージを負うこと

を理解し、正しく使用することを常に心がけてください。

また、体調がすぐれないとき、気分が悪くなったときは、すぐに使用をやめてください。

使用前に破損がないか点検し、問題があった場合は使用しないでください。

| 一般 ※特に立合評価法を行う学生はよく確認Tl

宮崎当て止めの瞬間、ヘッドガードがずれないよう頭部 ・顔面に密着するよう着用すること。

女この防具を使用する際、手には、必ず「少林寺拳法拳サポーターJを着用すること。

安当て止めとは、当身の五要素を満たしつつ、体重を掛けずに当てて(極め)、引き(冴え)も

しっかりと行うことを指し示す。突き込み(体重を掛ける)、寸止め(当てなし、)とは異なる。

女少林寺拳法ヘッドガードを着用して、認められる上段攻防は次の通り。

-突き 正面からの直突きのみ可。

曲線の突きは禁止。

※側面(シーノレドやクッション)への横鈎突(フック)、また下側(あご)への

上鈎突(アッパー)等。

・蹴り すべて禁止0

・連攻 ヘッドガードへの連続の当て止めは禁止。

大会 ・練習を問わず、一撃目が当たった段階で、直ちに指導者 ・審判(レフリ ー)

は攻防を止めること。

l少年部・中学生 l 

*正しく着用の上、上段攻防はすべて寸止め

女顔面外傷予防 ・後頭部保護の為に着用してくださ い。拳サボーターは不問。

以上


